
 

                                                              

  早期からの教育相談・支援体制構築事業 

 

                                                             

― お子様のすこやかな成長のために― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

                                  

 

                                              

      

  

 

                                                  北九州市立特別支援教育相談センター 

     

   

北九州市立特別支援教育相談センター 検索 

 お子様が早いうちから適切な支援に出会えるように、 

そして就学し、自立する力をつけて、安心して社会参加

できるように、一緒に考えていきましょう。 

お子様の成長を見守り続ける支援 

Nettowa-ku  

 

連絡先 

北九州市立特別支援相談センター 

〒802-0803 北九州市小倉南区春ケ丘 10番 2 号 

TEL 093-921-2230 

FAX 093-923-3010 

http://www.kita9.ed.jp/tokushi/ 

 
お子様の発達のことや子育てについて、相談したいことがある・・・、そのようなと

きは、北九州市に下記のような相談に対応する機関がありますので、ご利用ください。 

 

子ども総合センター 

相談内容 

○子育てに関する悩みや子どもの心身

の発達への不安、いじめ、不登校、児

童虐待などの様々な課題についての

相談、支援など 

電話（FAX）８８１－４５５６（８８１－８１３０） 

 

各区役所子ども・家庭相談コーナー 

相談内容 

○子育て支援の情報提供、子どもや家庭

についての相談、教育相談など 

 

 

電話（FAX）各区役所の保健福祉課に設置 

総合療育センター 

相談内容 

○心身の発達に心配のある子どもへの

治療、相談やリハビリテーション 

 

 

電話（FAX）９２２－５５９６（９５２－２７１３） 

発達障害者支援センター「つばさ」 

相談内容 

○発達障害のある方、その家庭や所属す

る学校などを対象とした相談や訪問の

実施など 

 

電話（FAX）９２２－５５２３（９２２－５５２３） 

★その他にも、お子様の成長が気になったら、各区役所健康相談コーナーや児童発達支援セン

ター、子育て支援サロン“ぴあちぇーれ”などで相談が受けられます。 

★下記の機関では、自立支援、就労支援も受けられます。 

  北九州市子ども・若者応援センター「YELL」、思春期さぽーと小倉こころの相談室、北九

州少年サポートセンター、若者のこころとしごと相談室、北九州障害者しごとサポートセン

ターなど。 

センターなど       

 問い合わせ等 

北九州市立特別支援教育相談センター 

〒802-0803 北九州市小倉南区春ケ丘 10番 2 号 

TEL 093-921-2230 

FAX 093-923-3010 

http://www.kita9.ed.jp/tokushi/ 

 



   

            

                                                  

 

 

 

 

 

                                            
 

  

                                             

  

 

 

    

親は我が子の誕生を喜び、すくすくと元気に育って欲しいと願います。しかし、 

子どもの成長とともに我が子の発達に不安を感じて悩んだり、自分の子育てに戸

惑ったりすることもあります。 

北九州市には、お子様の成長を見守るさまざまな支援があり、医療・福祉・教育

などの機関が、お子様の成長をサポートしていきます。気がかりなことがありまし

たら、早めに対応していきましょう。 

このリーフレットには、乳児期から成人期までのお子様の成長の特徴や関わり

方の例を記載しています。お子様の発達の状態などに応じて、適切な関わり方を

考えるヒントにしてください。 

 

胎児期 乳児期 幼児期前期 幼児期後期 学童期 
青年期から  

成人期へ 

  

中学校では学習の形態が変わり、教科担当制になります。学習量も

増えて、内容も難しくなります。失敗や挫折も経験しながら「自分とは何

なのか？」「何をやりたいのか？」について悩みます。いわゆる「思春期」

といわれるのがこの時期です。 

 友だちとの関わりはより密になって、親より仲間との関わりを優先し、

悩みを相談するようになってきます。 

 大人は、多様なかたちの自立や社会参加の仕方を認めながら、適切

な距離を保って見守り、子どもの自立を後押ししていきましょう。 

  

赤ちゃんは、誰かに頼らなくては生き

ていけない存在ですが、すでに一人の人

間として意思や欲求、感情を持ち、外の

世界に興味を示して働きかけています。 

大人はそれに応えていきましょう。大

人から愛されること、大切にされること

で情緒的なきずな（愛着）が深まり、人

への信頼感が高まります。 

 
  

  

 

  

お子様のもつ可能性を最大限に伸ばし、自立や社会参加を目指す基盤となる「生きる力」を培

うためには、お子様の将来を見通した早期からの一貫した支援が重要です。小学校入学は、その

ための大切な節目になります。 

「特別支援教育相談センター」では、年中児、年長児を対象に“早期からの就学に関する教育

相談”を行っています。 

幼稚園・保育所、小学校とも連携しながら、お子様の現在の様子を把握し、お子様にとってより

よい学習環境が整うように、保護者と一緒に考えます。 

 小学校では教科の学習も始まり、子どもは親と同じか、それ以上の影響を小学校教育から受けることに

なります。知識を得て新しい世界を広げ、満足感や達成感を体験しながら、自尊意識を高めていきます。 

また、大人に頼らずに仲間集団を作り、協力して何かを作り上げることに喜びを感じるようになります。

仲間集団の中でいろいろな体験を積みながら成長し、自分は社会にとって必要な存在であるという実感を

つかんでいきます。 

この時期に大人は、子どもがしたいことを自由にできるように見守ると同時に、集団の中で守らなけれ

ばならない決まりや義務などについても知らせていくことが大切です。チャレンジがうまくいかなかったり、

友だち関係で困ったりしているときには、その思いを受け止め、大人はいつでも一緒に考えること、何があ

っても守る構えがあることを伝えましょう。 

食事、排泄、衣服の着脱など生活習慣が身に付いてき

て、子どもの自立が始まります。周囲への興味・関心も

高まり、「なぜ？」「どうして？」とさかんに質問し、言

葉による表現が豊かになってきます。自我も芽生えて自

己主張が強くなります。いわゆる「第一反抗期」と言わ

れる時がこの時期です。 

まだ十分に自分の感情を言葉にしたり、調整したりす

ることはできませんが、信頼している大人の期待に応え

たいとの思いがあります。子どもの思いを受けとめなが

らできたことをほめるような関わりを心がけましょう。 

 基本的生活習慣が身に付き、自分からいろいろなことにチャ

レンジしたり、仲間と一緒に遊んだりするようになります。ご

っこ遊びなどの中で自分の役割を果たすことを楽しみ、決まり

を守ることの大切さも分かるようになります。少しずつ自制心

や思いやりの心なども芽生えてきます。 

 大人は子どもの思いを大切にしながらも、自分の好き嫌いだ

けで行動することから卒業できるように励ましていきましょ

う。お手伝いをさせることも大切です。子どもに自信や責任感

が育ちます。また小学校入学を見通して、生活リズムを整えて

いきましょう。 

就学相談 

教育相談 

 
 

 

 
 

 


